
 

 

 ※その他

・患者家族よりの往診依頼

・家族から死亡しているからと往診を依頼され、診療したことのない人であっため、警察に検死を依頼

・たまたま警察産業医として出務中に。

・監察医として（

・検視終了後、警察・検視官から検案を依頼された（

・検案業務

・家族から、主治医として希望された

・透析にて当院通院患者

・警察から検案依頼があり、初めて診察した

・三次救急に搬送され処置するも効なく死亡された症例を検案した（病院において）

・Ai を依頼された。

・治療に行っていて死亡した（

・法医学講座の依頼

図b-2 

※その他   

・患者家族よりの往診依頼

・家族から死亡しているからと往診を依頼され、診療したことのない人であっため、警察に検死を依頼

・たまたま警察産業医として出務中に。

・監察医として（４件）

・検視終了後、警察・検視官から検案を依頼された（

・検案業務  

・家族から、主治医として希望された

・透析にて当院通院患者

・警察から検案依頼があり、初めて診察した

・三次救急に搬送され処置するも効なく死亡された症例を検案した（病院において）

を依頼された。 

・治療に行っていて死亡した（

・法医学講座の依頼

図b-1 検案実施の曜日と時間帯

2 検案事例を担当にすることになった経緯からみた人数と割合

午前８時頃～午後５時
頃

午後５時頃～深夜０時
頃

深夜０時頃～午前８時
頃

平日

診療の過程で
(救急診療等で
死亡後に初めて診
察した), 8, 1.3%

・患者家族よりの往診依頼  

・家族から死亡しているからと往診を依頼され、診療したことのない人であっため、警察に検死を依頼

・たまたま警察産業医として出務中に。

件）  

・検視終了後、警察・検視官から検案を依頼された（

・家族から、主治医として希望された

・透析にて当院通院患者  

・警察から検案依頼があり、初めて診察した

・三次救急に搬送され処置するも効なく死亡された症例を検案した（病院において）

  

・治療に行っていて死亡した（CPA

・法医学講座の依頼  

検案実施の曜日と時間帯

事例を担当にすることになった経緯からみた人数と割合

午前８時頃～午後５時

午後５時頃～深夜０時

深夜０時頃～午前８時

無回答

32

14
4

0

10

11

平日 土曜

（計299）

（計153）

（計50）

（計112）

診療の過程で
救急診療等で
死亡後に初めて診

), 8, 1.3%

・家族から死亡しているからと往診を依頼され、診療したことのない人であっため、警察に検死を依頼

・たまたま警察産業医として出務中に。  

・検視終了後、警察・検視官から検案を依頼された（

・家族から、主治医として希望された。  

・警察から検案依頼があり、初めて診察した。  

・三次救急に搬送され処置するも効なく死亡された症例を検案した（病院において）

CPA症例） 。 

- 14 - 

検案実施の曜日と時間帯からみた

事例を担当にすることになった経緯からみた人数と割合

218

109
14

4

24
10

11

4

87

日曜、祝・休日

その他, 18, 2.9%

・家族から死亡しているからと往診を依頼され、診療したことのない人であっため、警察に検死を依頼

・検視終了後、警察・検視官から検案を依頼された（２件） 。 

 

・三次救急に搬送され処置するも効なく死亡された症例を検案した（病院において）

からみた人数と割合

事例を担当にすることになった経緯からみた人数と割合

15
50

24 6

日曜、祝・休日 無回答

警察から検視立会い
を依頼され、
一連の流れで検案を
実施した

, 18, 2.9%

・家族から死亡しているからと往診を依頼され、診療したことのない人であっため、警察に検死を依頼

 

・三次救急に搬送され処置するも効なく死亡された症例を検案した（病院において）

人数と割合 

事例を担当にすることになった経緯からみた人数と割合

50 16

無回答

警察から検視立会い
を依頼され、
一連の流れで検案を
実施した, 560, 91.2%

無回答, 28, 4.6%

・家族から死亡しているからと往診を依頼され、診療したことのない人であっため、警察に検死を依頼

・三次救急に搬送され処置するも効なく死亡された症例を検案した（病院において）。 

事例を担当にすることになった経緯からみた人数と割合

, 28, 4.6%

・家族から死亡しているからと往診を依頼され、診療したことのない人であっため、警察に検死を依頼  



 

 

図

髄液・体液・血液・尿等の
生理・生化学的検査

Ai

解剖
・第三者機関による解剖

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学的検査

解剖 (司法・行政・新法・第三者機関による解剖

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学的検査

解剖

実施されてい

人数

割合

図 b-4 検案における検査種別

図 b-3 

図

図

薬毒物検査

髄液・体液・血液・尿等の
生理・生化学的検査

Ai（死亡時画像診断）

解剖 (司法・行政・新法
・第三者機関による解剖

その他

無回答

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学的検査

Ai

司法・行政・新法・第三者機関による解剖

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学的検査

解剖 (司法・行政・新法・第三者機関による解剖

実施されてい
ない

以下の検査
が実施され

223

36.3%

検案における検査種別

3 検案に際して実施された検査につい

図 b-5 各種検査における

図 b-6 各種検査における

薬毒物検査

髄液・体液・血液・尿等の

死亡時画像診断）

)

その他

無回答

128

102

29 4.7%

薬毒物検査

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学的検査

Ai（死亡時画像診断）

司法・行政・新法・第三者機関による解剖

その他

自施設

（計146

（計281

（計128

（計102

（計

薬毒物検査

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学的検査

Ai（死亡時画像診断）

司法・行政・新法・第三者機関による解剖

公費 遺族
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以下の検査
が実施され
た

168

27.4%

検案における検査種別からみた

検案に際して実施された検査につい

検査における

検査における

146

281

128

102

252

16.6%

4.7%

薬毒物検査

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学的検査

死亡時画像診断）

司法・行政・新法・第三者機関による解剖)

その他

13.7%

24.2%

40.6%

15.7%

17.2%

自施設 他施設

146）

281）

128）

102）

（計29）

薬毒物検査

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学的検査

死亡時画像診断）

司法・行政・新法・第三者機関による解剖)

その他 24.1%

遺族 施設

無回答 合計

223

36.3% 100.0%

からみた人数と割合（複数回答可）

検案に際して実施された検査につい

実施施設区分

費用負担区分

281

252

23.8%

20.8%

16.6%

40.6%

69.9%

60.9%

48.4%

66.7%

31.0%

無回答

75.3%

55.5%

52.3%

56.9%

24.1%

10.9%

10.3%
17.2%

不明 無回答

合計

614

100.0%

（複数回答可） 

検案に際して実施された検査について 

実施施設区分 

費用負担区分 

41.0%

60.9%

48.4%

16.4%

14.9%

10.9%

17.6%

51.7%

9.3%

10.9%

1.0%

2.1%

5.7%

1.6%

8.9%

17.1%

18.0%

17.6%

17.2%

17.2%

24.5%

48.3%

無回答

 

45.8%

41.0%

16.4%

14.9%

10.9%

17.6%

8.9%

17.1%

13.0%

12.5%

17.2%

24.5%



 

図 b-9 

56.9

（図b

特に司法解剖の事例など情報提供

に支障を来す事例が含まれること

を反映していると考えられる。

また、参考として、これらの各

検査方法について、費用負担と情

報提供の有無との相関関係を図

8～b-

と生理・生化学的検査を公費負担

で実施した場合に情報提供のなか

った事例が散見されている。

最後に、回答者が直近に担当し

た検案事例において、死体検案書

を作成したのは誰であったかにつ

いての問い

の566

作成したと回答した。一方、自身

で作成しなかったとする

ちでは、解剖医が作成

りつけの医師

った。

有

無

無回答

情
報
提
供

公費

（計163）

（計69）

（計49）

 髄液・体液・血液・尿等の生理・生化

学的検査における情報提供と費用負担

からみた件数

56.9％とやや低い結果であった

b-7）。これは解剖においては、

特に司法解剖の事例など情報提供

に支障を来す事例が含まれること

を反映していると考えられる。

また、参考として、これらの各

検査方法について、費用負担と情

報提供の有無との相関関係を図

-12に示すが、特に薬毒物検査

と生理・生化学的検査を公費負担

で実施した場合に情報提供のなか

った事例が散見されている。

最後に、回答者が直近に担当し

た検案事例において、死体検案書

を作成したのは誰であったかにつ

いての問い(図b

566名が、検案をした医師自身

作成したと回答した。一方、自身

で作成しなかったとする

ちでは、解剖医が作成

りつけの医師(1

った。 

105

31

20 7

21

5

12

14

遺族 施設

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化

学的検査における情報提供と費用負担

からみた件数 

％とやや低い結果であった

。これは解剖においては、

特に司法解剖の事例など情報提供

に支障を来す事例が含まれること

を反映していると考えられる。

また、参考として、これらの各

検査方法について、費用負担と情

報提供の有無との相関関係を図

に示すが、特に薬毒物検査

と生理・生化学的検査を公費負担

で実施した場合に情報提供のなか

った事例が散見されている。

最後に、回答者が直近に担当し

た検案事例において、死体検案書

を作成したのは誰であったかにつ

b-13)には、9

検案をした医師自身

作成したと回答した。一方、自身

で作成しなかったとする14

ちでは、解剖医が作成(4名

1名)との回答もあ

1413 22

施設 不明

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化

学的検査における情報提供と費用負担

図

％とやや低い結果であった

。これは解剖においては、

特に司法解剖の事例など情報提供

に支障を来す事例が含まれること

を反映していると考えられる。 

また、参考として、これらの各

検査方法について、費用負担と情

報提供の有無との相関関係を図b-

に示すが、特に薬毒物検査

と生理・生化学的検査を公費負担

で実施した場合に情報提供のなか

った事例が散見されている。 

最後に、回答者が直近に担当し

た検案事例において、死体検案書

を作成したのは誰であったかにつ

9割以上

検案をした医師自身で

作成したと回答した。一方、自身

14名のう

名)、かか

との回答もあ

22 9

無回答
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図 b-7 各種

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化

学的検査における情報提供と費用負担

図 b-8 薬毒物検査における情報提供と費用負担から

みた件数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学
的検査

Ai

解剖 (司法・行政・新法・第三者機関に
よる解剖

有

無

無回答

情
報
提
供

（計97）

（計35）

（計14）

各種検査における

薬毒物検査における情報提供と費用負担から

た件数 

図 b-10  Ai

情報提供と費用負担

薬毒物検査

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学
的検査

（死亡時画像診断）

司法・行政・新法・第三者機関に
よる解剖)

その他

有

20

8 1

4 11

4

公費

）

）

有

無

無回答

情
報
提
供

公費

（計84

（計21

（計23

検査における検査結果情報提供

薬毒物検査における情報提供と費用負担から

Ai（死亡時画像診断）実施時の

情報提供と費用負担

薬毒物検査

髄液・体液・血液・尿等の生理・生化学

死亡時画像診断）

司法・行政・新法・第三者機関に

その他

66.4%

58.0%

65.6%

56.9%

34.5%

無 無回答

82

11

遺族 施設

有

無

無回答

52

4

11
2

4

4

13

5

公費 遺族

84）

21）

23）

検査結果情報提供の有無

薬毒物検査における情報提供と費用負担から

（死亡時画像診断）実施時の

情報提供と費用負担からみた件数

66.4%

58.0%

65.6%

56.9%

24.0%

24.6%

16.4%

28.4%

27.6%

17.4%

18.0%

37.9%

無回答

2

9

4
施設

52 12

施設 不明

の有無 

薬毒物検査における情報提供と費用負担から 

（死亡時画像診断）実施時の 

からみた件数 

24.0%

16.4%

9.6%

17.4%

18.0%

14.7%

37.9%

4

15 4

不明 無回答


